
　
　
　
多
久
Ｉ
Ｃ
の
概
要
及
び
利
用
状
況

は
。

　
　
　
昭
和
62
年
３
月
に
開
設
を
さ
れ
、

県
内
の
各
地
へ
移
動
す
る
、
交
通
の
便
利

な
と
こ
ろ
で
す
。

　
利
用
状
況
は
、平
成
29
年
度
の
実
績
で
、

Ｉ
Ｃ
か
ら
高
速
道
路
へ
の
流
入
車
両
台
数

94
万
６
７
０
０
台
、
流
出
車
両
台
数
98
万

１
１
０
０
台
で
合
計
1
9
2
万
７
８
０
０

台
で
す
。

　
ま
た
、
平
成
24
年
度
の
１
年
間
の
実
績

合
計
は
１
８
３
万
８
４
０
０
台
で
、
29
年

度
と
比
較
す
る
と
年
間
で
８
万
９
４
０
０

台
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
地
域
高
規
格
道
路
「
佐
賀
唐
津
道

路
」
と
し
て
指
定
を
受
け
た
多
久
Ｉ
Ｃ
に

接
続
す
る
国
道
２
０
３
号
線
の
概
要
と
今

後
の
計
画
は
。

　
　
　

地
域
高
規
格
道
路
の
指
定
を
受

け
、
整
備
を
進
め
て
お
り
、
現
在
、
全
延

長
約
40
㎞
の
う
ち
、
厳
木
バ
イ
パ
ス
で

６
・
３
㎞
、
厳
木
多
久
有
料
道
路
で
３
・

６
㎞
、
東
多
久
バ
イ
パ
ス
の
６
・
７
㎞
、

合
計
16
・
６
㎞
が
供
用
開
始
。

　
な
お
、
多
久
―
佐
賀
間
の
約
15
㎞
に
つ

い
て
は
、
平
成
15
年
９
月
に
多
久
市
東
多

久
町
か
ら
小
城
市
三
日
月
町
の
間
の
約
５

㎞
、
多
久
佐
賀
道
路
（
Ⅰ
期
）
と
し
て
整

備
区
間
の
指
定
を
受
け
、
平
成
28
年
度
に

は
佐
賀
市
鍋
島
町
か
ら
嘉
瀬
町
の
約
４
㎞

が
採
択
を
さ
れ
、
現
在
、
国
土
交
通
省
及

び
佐
賀
県
に
お
い
て
事
業
の
進
捗
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
多
久
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
整
備
の
現
状
は
。

　
　
　

多
久
Ｉ
Ｃ
に
必
要
な
用
地
が
あ

り
、
現
在
は
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

が
所
有
し
フ
ェ
ン
ス
で
区
切
ら
れ
、
災
害

時
な
ど
の
緊
急
的
な
資
材
置
き
場
に
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
の
立
体
化
計
画
の
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
が
今
後
、
多
久
―
佐
賀
間
の

開
通
に
伴
い
、
交
通
量
の
増
加
が
見
込
ま

れ
ま
す
の
で
、
利
便
性
の
向
上
と
交
通
安

全
の
確
保
の
た
め
、
関
係
機
関
に
要
望
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

多
久
Ｉ
Ｃ
を
拠
点
と
す
る
多
久

市
の
活
性
化
策
に
つ
い
て

飯
守

答
弁

飯
守

答
弁

飯
守

答
弁

飯
守
康
洋

　
　
　
昨
年
９
月
定
例
会
以
降
、
人
口
対

策
に
つ
い
て
新
た
に
始
め
ら
れ
た
こ
と
は

あ
る
か
。

　
　
　
今
年
度
か
ら
多
久
市
移
住
体
験
住

宅
を
整
備
し
11
月
ま
で
に
３
組
４
名
の
利

用
が
あ
り
、
１
組
は
移
住
の
た
め
住
宅
を

購
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
市
長
に
は
じ
め
て
な
ら
れ
た
平
成

９
年
の
人
口
は
２
万
4
8
3
2
人
。
平
成

3
0
年
11
月
１
日
は
１
万
9
3
8
4
人
。

5
4
4
8
人
、21
・
９
％
の
減
少
で
あ
る
。

　
市
民
は
市
の
財
産
で
あ
る
が
、
特
に
若

年
層
の
転
出
が
多
く
、高
齢
化
率
は
上
昇
。

こ
の
ま
ま
で
は
農
業
の
後
継
者
が
い
な
く

な
る
ば
か
り
で
は
な
く
商
業
、
産
業
な
ど

す
べ
て
が
成
り
立
た
な
く
な
り
市
は
衰
退

す
る
。
人
口
推
移
を
見
比
べ
る
と
市
営
住

宅
団
地
や
民
間
の
宅
地
開
発
が
行
わ
れ
た

年
の
人
口
減
少
は
緩
や
か
に
な
っ
て
お
り

歯
止
め
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
住
宅

団
地
の
造
成
計
画
は
あ
る
か
。

　
　
　
住
宅
団
地
の
造
成
に
つ
い
て
は
、

人
口
対
策
に
一
定
の
効
果
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
第
２
期
の
住
宅
団
地
計
画
に

つ
い
て
は
、
候
補
地
の
地
質
調
査
を
参
考

に
、
部
内
で
検
討
中
で
す
。
そ
の
他
の
場

所
で
は
民
間
と
の
バ
ラ
ン
ス
や
空
家
の
利

活
用
な
ど
総
合
的
に
勘
案
し
て
検
討
を
行

う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
旧
む
つ
み
荘
時
代
は
年
間
１
万
5

0
0
0
人
く
ら
い
の
利
用
者
が
あ
っ
た

が
、
現
在
の
「
彩
り
」
の
利
用
者
は
約
５

分
の
１
で
あ
る
。
大
金
を
か
け
た
の
に
利

用
者
が
少
な
す
ぎ
る
。
原
因
は
何
だ
と
考

え
る
か
。

　
　
　

議
員
が
言
わ
れ
る
と
お
り
で
す

が
、「
彩
り
」
は
高
齢
者
が
利
用
す
る
部

屋
だ
け
の
機
能
で
、「
温
泉
保
養
宿
泊
利

用
者
証
」
の
利
用
は
開
業
か
ら
今
ま
で
１

万
1
2
6
9
人
で
、
旧
施
設
と
比
較
し
て

月
平
均
1
0
0
0
人
程
度
の
増
で
す
。
利

用
者
の
ご
意
見
に
つ
い
て
は
担
当
も
把
握

し
て
い
ま
す
の
で
、
改
善
に
努
力
し
て
い

き
た
い
。

多
久
市
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
に

つ
い
て

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

國
信

答
弁

國
信

答
弁

交
流
ス
ペ
ー
ス
「
彩
り
」
に
つ
い
て

國
信

答
弁

國
信
好
永

一般質問
12月定例会では８名の議員が一般質問を行いました。その主なものを要
約して掲載しています。
なお、未掲載の質問などは定例会のインターネット動画配信でもご覧い
ただけますので、多久市議会のホームページにアクセスしてください。市政を問う
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し
、
早
急
に
危
険
箇
所
の
改
修
を
行
う
こ

と
が
出
来
る
と
い
う
も
の
で
す
。
ま
た
、

同
時
に
解
決
に
至
る
過
程
を
段
階
的
に
市

民
に
情
報
発
信
が
出
来
る
機
能
も
備
え
て

お
り
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
て
、
協
働
で
問

題
の
解
決
を
図
る
」
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

多
久
市
で
も
、
シ
ス
テ
ム
ア
プ
リ
や

メ
ー
ル
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
、
迅
速
な
情

報
交
換
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

② 

奈
良
県
奈
良
市
「
奈
良
市
ポ
イ
ン
ト
制

度
」
に
つ
い
て

　
こ
の
制
度
は
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
、
長
寿

健
康
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
健
康
増
進
、
健

康
ス
ポ
ー
ツ
・
多
子
世
帯
支
援
の
ポ
イ
ン

ト
を
た
め
る
こ
と
で
、
加
盟
店
で
の
買
い

物
や
特
産
品
と
の
交
換
、
タ
ク
シ
ー
券
・

バ
ス
チ
ャ
ー
ジ
券
と
交
換
が
で
き
る
制
度

で
す
。

　
多
久
市
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
対
象
は
、
特

定
健
診
の
受
診
及
び
結
果
説
明
へ
の
出
席

の
み
で
、
健
康
づ
く
り
・
地
域
活
動
等
に

も
ポ
イ
ン
ト
付
与
の
対
象
を
拡
大
し
、
健

康
と
地
域
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
つ

取
り
組
み
と
し
て
提
案
し
て
い
き
た
い
で

す
。

　
「
市
の
主
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
つ
い

て
」、
関
係
機
関
と
「
多
久
地
区
の
農
業

振
興
に
係
る
意
見
交
換
会
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
農
林
課
か
ら
農
林
業
の
振
興
政
策

が
報
告
さ
れ
、
関
係
機
関
よ
り
今
後
の
農

業
経
営
維
持
に
向
け
て
次
の
要
請
が
あ
り

ま
し
た
。

① 

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収
料
金
改

定
に
伴
う
助
成
額
の
増
額
に
つ
い
て

② 

多
久
カ
ン
ト
リ
ー
施
設
等
の
更
新
に
つ

い
て

③
燃
油
価
格
高
騰
対
策
に
つ
い
て

　
ま
た
、「
中
山
間
地
域
農
業
の
維
持
発

展
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に
３
項
目
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

①
土
地
利
用
型
農
業
の
振
興
に
つ
い
て

②
果
樹
生
産
の
維
持
・
振
興
に
つ
い
て

③
多
久
市
の
農
業
振
興
に
つ
い
て

　
総
括
と
し
て
、
多
久
市
の
状
況
に
即
し

た
ビ
ジ
ョ
ン
、
計
画
を
策
定
し
て
い
く
こ

と
や
市
農
業
の
維
持
・
発
展
の
た
め
に
今

後
も
意
見
交
換
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
会
で
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い

て
、
委
員
会
で
は
次
の
よ
う
な
意
見
等
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

① 

多
久
カ
ン
ト
リ
ー
施
設
等
の
要
請
に
つ

い
て
、
精
査
し
補
助
が
で
き
る
か
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

② 

農
業
振
興
に
つ
い
て
、
農
業
に
従
事
し

生
活
で
き
る
こ
と
が
基
本
で
、
多
面
的

機
能
の
維
持
や
国
土
保
全
の
観
点
か

ら
、
非
農
家
の
方
に
も
理
解
を
い
た
だ

き
、
市
の
特
色
や
状
況
に
合
う
振
興
策

を
計
画
、実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

③ 

議
会
と
し
て
は
、
意
見
交
換
を
継
続
し

て
行
い
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
う
。

産
業
厚
生
委
員
会

閉
会
中
審
査
報
告

審査報告

議案番号 　
議　　　案　　　名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
議
決
結
果

野
口　

義
光

野
北　
　

悟

中
島　

慶
子

服
部
奈
津
美

國
信　

好
永

田
中　

英
行

飯
守　

康
洋

樺
島
永
二
郎

香
月　

正
則

中
島　

國
孝

田
渕　
　

厚

⻆
田　

一
彦

古
賀　

公
彦

平
間　

智
治

牛
島　

和
廣

山
本　

茂
雄

　　　　　　　　　　12　月　定　例　会

議案甲第28号 多久市定住促進条例の一部を改正する条例に対する修正案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ － 修正案可決

議案甲第29号 財産の取得について ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 原案可決

議案乙第42号 平成30年度多久市一般会計補正予算（第５号）に対する修正案 ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○ ● ● ○ ○ ● ○ ● － 修正案可決

○は賛成　●は反対　欠は欠席　退は退席

議 決 結 果　 賛 否 表

※議案等について、賛成、反対の双方あった場合のみ、掲載しています。
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